
 
 
 
 

敬和学園大学の歩みと教育方針 
 

キリスト教学校の芽生え･消滅･復活 

敬和学園大学長 山田耕太  

 



 
五港開港とキリスト教学校 

日米和親条約（1854年） 
日米修好通商条約（1858年） 



今年新潟開港（1869年明治2年）150周年 



 
 

芽生え：敬和の精神的前身（1） 
新潟ブラウン塾(1869～70年） 

サミュエル・ブラウン→明治学院 
 

 



 
芽生え：敬和の精神的前身（１） 

新潟キダー塾（１８７０年） 
メアリー・キダー→フェリス女学院 

 



新潟キダー塾の生徒 

上田悌子 

岩倉使節団の女子留学生 

永井繁子・上田悌子・吉益亮子 

津田梅子・山川捨松 



パームの医療伝道（1875～1884年） 
押川方義と吉田亀太郎（新潟大火→東北学院・宮城学院） 



パーム病院→新潟女学校（金井文化財館地） 



 
 

芽生え：敬和の精神的前身（2） 
新潟女学校（1887-93年） 

成瀬仁蔵校長→日本女子大学創立者 
 
 



 
 

芽生え：敬和の精神的前身（２） 

北越学館（1887～1893年） 
内村鑑三教頭 

 
 



北越学館校舎（現在:新潟県立中央高校地） 



   
  「北越の三羽ガラス」 （北越学館→東北学院） 
   山川丙三郎     木村清松      出村悌三郎 

 (       



消滅：欧化主義から国粋主義へ 
（1889年大日本国憲法･1890年教育勅語制定） 

 



 
木崎小作争議 (1922～1930年） 

井伊誠一弁護士(二列目中央） 

 



       

            井伊誠一「私の信念」 
            （1947年のノートから） 
 
 
 

一市民として（弁護士・衆議院議員・教会員として） 
1. 新発田市民に慧知と品位を与えるため、学校を起こしたい 
2. 教会と幼稚園を成長、発展させたい 
3. 図書館に利用上の改革を加えたい 
4. 市全体を清潔な文化都市に改造したい 
5. 青年に希望の途をひらき、市会を若返らせたい 
  ⇒1968年 学校法人敬和学園創立時理事 

 



復活：敬和学園高校開校（1968年） 
 太田俊雄初代校長 ジョン・モス第２代校長 



 
 

教育方針：リベラルアーツ教育 （ヨハネ8:32）  
 
 
 



北垣宗治初代学長（1991年～2003年） 
「敬和が私を造った。私が敬和を造った」 



 
 
 

教育方針：ミッション・ステートメント 
    
 
 

 

「敬和学園大学は、 

 キリスト教主義に基づく自由かつ敬虔な学風の中で 

 リベラル・アーツ教育を行い、 

 グローバルな視点で考え、 

 対話とコミュニケーションとボランティア精神を重んじ、 

 隣人に仕える国際的教養人を育成します。」 

 ①キリスト教主義 ②国際主義 ③地域主義 

 K「対話」L「コミュニケーション」V「ボランティア精神」  

 

 



1992年 新発田商工会議所青年部記念植樹 



2005年～ お花見  



新井明第2代学長（2003年～2009年） 
「木を植えるように人を育てる」 



 人文学部 

国際文化学科（100） 

英語英米文学科（100） 

       ↓ 

国際文化学科（80） 

英語文化コミュニケーション学科（80→60） 

共生社会学科(40） 
 

  

  

共生社会学科創設記念植樹式 
  

教育体制：2学科⇒3学科2004年 



地域貢献：2008年 まちカフェ・りんく 



地域貢献：2008年 富塚のぞみの里 



鈴木佳秀第3代学長  （2009年～2015年) 
「誰かのために」 



教育方針：2010年 創立20周年校歌制定  
（大中恩作曲・北島万紀子作詞） 



山田耕太第4代学長 （2015年～現在） 
「愛と希望の溢れる学びの共同体」 



 

教育方針：中長期ビジョン 
 

  

 

隣人に仕えるための地域貢献として 
少子高齢化と地域間格差が進む時代に 
 持続可能な社会の担い手を育成します 

         
                                             



教育方針：まちなかキャンパス化 
2016年 敬和学園学生寮開設 

 



教育方針：地域循環型教育 
地域から学び、地域に活かす人間教育 

（アクティブ・ラーニング） 

大 学 

（ガウン） 

地域社会 

（タウン） 



１.神を敬い、人に仕える 
 キリストの歩まれた道 
 我ら共に歩まん 
 名もなく弱く傷ついた 
 そんな隣人にこそ 
 寄り添える者となりたい 
 愛する勇気求めてゆこう 
 明日の夢に向かい 
 敬和の希望の森から 
 心高く目を上げて 
 遥かな山に祈ろう 



 
   
  
   

２.神を敬い、人に仕える 
  キリストの証し尊く 
  神の真理身にまとい 
  互いの重荷分かち合う 
  そんな担い人にこそ 
  生かされる者となりたい 
  信じる力育ててゆこう  
  明日の夢に向かい 
  敬和の自由の森から 
  心高く目を上げて 
  遥かな山に祈ろう 
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